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水遊び・水泳の学習が始まります 
何かが始まろうとする時は必ずその準備をしてくださっている方がいらっしゃいます。 

今月からプールでの学習が始まりますが、入学式に引き続き、今回も６年生が気持ちよく楽しく

学習できるように、と掃除をしてくれました。 

校舎も含めまだ新しいですし、本校はプールが屋上にあるので木の葉などの飛来物も少ないもの

の気持ちや力を込めてしっかりと磨いてくれました。 

皆さん、感謝の気持ちを忘れずに学習に取り組んでください。ご家庭におかれては、水の中に入

るとはいえ活動しますので、手数をおかけしますが、水遊びや水泳の学習日は洗濯して臨ませてく

ださいますようお願い致します。 

水
み

無
な

月 
学校の周りでも田植えの準備をされていらっしゃる所が増えてきました。６月は旧暦で「水の月

（「無」は、「ない」という意味ではなく助詞の「の」を表すそうです）」ともいいます。 

今年の梅雨入りは平年並みと予想されていますが、温暖化の影響から心配する程の大雨もあった

りしますが、今年になってからの水不足が解消され、田畑、穀物を潤してくれればと思います。 

鏡地区にも川や蓋のある水路があり、毎年子どもだけで水遊びをしていると地域の方からお知ら

せいただいているようですが、大人の目がやはり必要。子どもだけで水遊びをしないよう、ご家庭

からもご指導ください。 

これまで数日登下校時に雨に見舞われることもありましたが、傘を持ってはいるものの、開かな

い子どもがいました。近年はドアトゥドアで大人の方でも雨降りに傘を持たない方が増えてきまし

たが、視界が悪くなったり時間が経ち体が冷えたりすることもあります。天気予報の確認や突然の

雨の際の対応等、ご家庭からもお声かけくださるようお願いいたします。 

 

室内外の歩き方などを見直してみましょう 
昨朝の放送朝会で、嬉しかった話を紹介しました。― 昨年、ある私立高校の校長先生が、鏡中

学校から車で出ようとした際、鏡山小学校の下校と重なってしまい、なかなか道路に出れなかった

が、車の前を通る子通る子が礼をした。見かねた上級生が下級生を止めて「どうぞ」としてくれた。

－  加えて、以下の話をしました。 

・ 車は左人は右、たとえ歩道であっても横並びになり後ろから来る人を妨げないよう。自転車

は左側通行。 

・ 傘を差すときは傘も車道に出ていないか注意。 

・ 横断歩道まで少し距離があっても、急がば回れ、横断歩道で渡る。 

・ 横断歩道を渡る際はドライバーが気付いているか確認して渡る。 

室内も同じ。廊下や階段、中央は急いでいる人のために空け、できる限り右側を通るように配慮

できたらいいですね。 


